













ゴン　大和ことばでいうタツ」がある。これは、「比較研究資料・通考」中でも触れてきたように、古代中国においても既に、混交・混在・並列、状態にあったもので、これを完全に視野に入れるとなる　　　　　　　　　　　　　　と非常に複雑になって茶畑に入りこんだようになる恐れが予想されるので、日本文藝においては、おおむね〈ニジ〉を主体とし、それにそのメタファー・見立て的表現 なるもの、異名と思わ る のを加え、「龍」系の方は必要に応じ補助的に調査・注考を試みることとする。　その記述の体裁は、おおむね第
Ⅰ
部のそれにならいつつ、同時に














































t〓rimimse,rep〓nkur y〓pik〓rkashikenishpa suy〓pray〓chir〓u nekor〓ukos nu.
　













































られ得るよりもっ 大きな いわば先史時代的宇宙感覚 大陸と
、
　　、　　、

























　そして、「知里氏の『アイヌに伝承される歌舞詞曲に関する研究』によれば、虹もまた魔物と考えられ、人を見ると追いかけてくることがあり 虹に追われた者は仮 助かっても貧乏になると　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注4）














タファー的　②③＝シミリー）による修辞 彼方にそれ 透視できるように思える。それは狩猟生活中に目にする「 つしみの　
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n e h i k o r a c h ik a n e  s h i n t as h i n t a  k a  w au s a t  r a y o c h ic h i - h o p u n i r e
　
s h i r k i  a w a ,
　

















寺逸彦〔六〕久保寺逸彦著『アイヌの文学』─岩波新書939─（昭52、岩波書店）〔七〕P135〜136〔八〕この神謡の筋は、雷神が、人間の世界を見物に赴き、沙流川沿いにあるアイヌラックルの村とサマイウンクルの村を訪れる。アイヌラックルの村では、村長の命を村人がよく守って、家の中に入って謹んでいるが、サマイウンクルの村では、同じく 長の命があったにもかかわらず、不敬な振る舞いをした女が二人いたので、〈雷神は怒って〉、これを罰したというのである。〔考〕雷神の物凄い怒りを表現する所に〈虹〉が援用されている。すなわち神駕の上から燃えたった焔の〈虹〉が 村上より村下へと、めらめらと長々と燃え移って行き、村を焼き尽くす そのさまは、まさに〈ラヨチ〉 行状である。ある は〈ヲロチ〉のような行状である。その中には、人 畏怖させるべき太古的怪威


















































































異質である。「ラヨチ」は オロ 」（＝大蛇）と同根かも知 ないとすれば、宮良説沖縄第二形式 の「テインバウ」（＝天蛇）と合流しよう。『和名抄』に見え現在も勢力を張っている「ヘビ」の原形─M〓B音相通─「倍美（ヘミ）」は、また別系 あろう。同一物に対してかく種々な の存するの 日本本土 民族と言え、数十万年の間には、種々な種族が、重層・累層を含めて錯綜して存在してきたから ろう。─────────────
────────






























































































































であろう。『渡嘉敷間切由来記』（P353）中の「くちくも は、国語学的には、宮良当壮の沖縄諸島におけるニジ語変化表（　注4）にも見当たらず 不詳 る。一二三四
395
39 1
し の あ て
ら ず めに
く ゥ がが










































































































































































































































「天の夜虹橋」は天蛇性 核にもつ、いわゆる二次的認識たる「橋」であろう。記紀 「天の浮橋」 場合はそれが文藝化されたものであり、『源氏物語』の「夢 浮 や定家 名歌「春の夜の夢の浮橋」等は、さらに洗練化されたものであろう。
通　　考
　〈虹〉に関する「北辺」と「南島」の共通項は、「動物」的認識であり、異項としては、「南島」においては「橋」型がみられ、「北辺」には見られない
─
ことである。
　比較言語的にみれば「北辺」と「南島」は、まったく異質であり「南島」は「朝鮮半島」とならんで大和系である。　
１２……は、
号である。
『椙山女学園大学研究論集』連載中の資料の通し番
虹と日本文藝(九)
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